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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
東
部
セ
ラ
ム
島
。
こ
の
島

の
内
陸
山
村
で
こ
の
一
〇
年
間
、
希
少
野
生

動
物
と
山
地
民
と
の
関
係
を
詳
細
に
描
く
民

族
誌
的
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

筆
者
が
長
く
滞
在
し
た
Ａ
村
（
人
口
約
三

六
〇
人
、
約
六
〇
世
帯
、
二
〇
〇
三
年
）
は
、

島
中
央
の
マ
ヌ
セ
ラ
山
脈
山
麓
に
点
在
す
る

い
く
つ
か
の
山
村
の
一
つ
で
、
島
の
中
で
も

特
に
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
に
位
置
す
る
。

村
に
通
じ
る
道
路
は
な
く
、
山
地
民
は
山
道

を
二
〜
三
日
か
け
て
沿
岸
部
の
村
に
行
き
、

生
活
に
必
要
な
物
資
を
購
入
し
た
り
、
農
林

産
物
を
売
っ
た
り
し
て
い
る
。

Ａ
村
住
民
は
、
現
金
獲
得
機
会
を
有
効
に

活
用
し
て
現
金
収
入
を
増
や
そ
う
と
す
る
志

向
性
に
乏
し
い
。
彼
ら
の
主
要
収
入
源
は
、

チ
ョ
ウ
ジ
収
穫
期
に
南
海
岸
沿
岸
部
に
出
稼

ぎ
に
行
き
、
摘
み
取
り
労
働
者
と
し
て
働
い

て
得
ら
れ
る
現
金
だ
が
、
不
作
や
価
格
の
暴

落
に
よ
っ
て
、
チ
ョ
ウ
ジ
か
ら
十
分
な
収
入

が
得
ら
れ
な
い
場
合
、
当
座
の
現
金
困
窮
期

を
し
の
ぐ
た
め
に
、
村
び
と
の
な
か
に
は
ペ

ッ
ト
用
に
取
引
さ
れ
て
い
る
希
少
野
生
オ
ウ

ム
を
捕
獲
し
て
売
る
者
も
い
る
。

筆
者
の
調
査
（
二
〇
〇
三
〜
〇
七
年
）
に

よ
る
と
、
オ
ウ
ム
猟
従
事
者
は
、
猟
を
散
発

的
に
お
こ
な
い
、
な
お
か
つ
、
一
度
に
捕
獲

す
る
オ
ウ
ム
の
数
も
一
羽
か
、
多
く
て
も
二

羽
と
い
う
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
彼
ら

に
と
っ
て
猟
を
毎
年
行
っ
た
り
、
一
度
に
多

く
の
オ
ウ
ム
を
捕
獲
し
た
り
す
る
こ
と
は
技

術
的
に
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、

彼
ら
は
何
ら
か
の
具
体
的
な
現
金
の
必
要
が

存
在
し
て
初
め
て
猟
を
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

リ
レ
ー
連
載

 

忘
れ
ら
れ
た
当
た
り
前
を
探
す
： 

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
②

セ
ラ
ム
島
山
地
民
の
必
要
充
足
的
市
場
参
加

笹
岡
正
俊

さ
さ
お
か
ま
さ
と
し

国
際
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）研
究
員

（
専
門
は
環
境
人
類
学
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
研
究
）
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と
し
て
い
た
現
金
が
得
ら
れ
る
レ
ベ
ル
に
な

る
と
、
そ
こ
で
猟
を
や
め
て
い
た
。

こ
う
し
た
市
場
活
動
に
み
ら
れ
る
消
極
性

は
、
様
々
な
場
面
で
確
認
で
き
た
。
例
え
ば
、

一
四
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
二
〇
〇

三
年
）
に
よ
る
と
、
年
五
・
八
回
ほ
ど
、
生

活
必
需
品
購
入
等
の
目
的
で
麓
の
村
に
行
っ

て
い
た
が
、
そ
の
際
、
良
い
値
で
売
れ
る
ア

カ
ワ
ケ
ギ
（
周
年
収
穫
可
能
）
な
ど
を
持
参

し
販
売
し
て
い
た
の
は
平
均
一
・
四
回
に
す

ぎ
ず
、
五
世
帯
は
一
度
も
麓
の
村
で
販
売
活

動
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

Ａ
村
か
ら
徒
歩
で
約
一
日
の
山
を
下
っ
た

Ｂ
村
で
は
、
Ａ
村
よ
り
も
少
し
早
く
ド
リ
ア

ン
が
結
実
す
る
。
Ｂ
村
住
民
の
一
部
は
麓
の

移
住
村
に
ド
リ
ア
ン
を
運
び
仲
買
人
に
売
っ

て
い
る
が
、
彼
ら
の
販
売
量
は
僅
か
で
あ
り
、

落
下
し
た
実
の
一
部
は
利
用
さ
れ
ず
腐
る
か

イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｂ
村
は
、
二
〇
〇
七

年
、
一
度
の
販
売
で
二
五
〇
〇
ル
ピ
ア
（
ド

リ
ア
ン
一
個
分
の
販
売
価
格
）
を
村
に
収
め

る
こ
と
を
条
件
に
、
Ａ
村
住
民
の
ド
リ
ア
ン

採
取
・
販
売
を
公
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

年
Ｂ
村
に
行
っ
て
た
ら
ふ
く
ド
リ
ア
ン
を
食

べ
て
き
た
と
い
う
人
は
大
勢
い
た
も
の
の
、

ド
リ
ア
ン
販
売
を
行
っ
た
の
は
調
査
世
帯
一

四
世
帯
中
三
世
帯
の
み
だ
っ
た
。

筆
者
の
観
察
の
限
り
、
セ
ラ
ム
島
山
地
民

は
、
こ
の
よ
う
に
、
利
用
可
能
な
機
会
を
で

き
る
か
ぎ
り
活
用
し
て
現
金
収
入
の
最
大
化

を
図
る
の
で
な
く
、
必
要
な
時
に
必
要
に
応

じ
て
散
発
的
に
現
金
獲
得
活
動
に
携
わ
ろ
う

と
す
る
、
必
要
充
足
的
な
志
向
性
を
も
っ
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
紙
幅

の
関
係
で
詳
述
で
き
な
い
が
、
こ
う
し
た
必

要
充
足
性
は
、
比
較
的
調
和
的
で
あ
る
と
い

え
る
人
と
自
然
と
の
関
係
の
背
景
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
。

近
年
、
途
上
国
に
お
い
て
も
、
自
然
を
守

る
こ
と
に
よ
る
遺
失
利
益
や
、
維
持
さ
れ
る

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
当
事
者
（
土

地
所
有
者
や
住
民
）
に
、
補
償
や
、
対
価
を

払
う
仕
組
み
で
あ
る
Ｐ
Ｅ
Ｓ
（Paym

ent 
for Environm

ental Services

）
の
議
論

が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
あ
る
の
は
、

人
は
経
済
的
利
益
最
大
化
を
志
向
す
る
存
在

で
あ
り
、
自
然
を
守
る
こ
と
で
何
ら
か
の
経

済
的
恩
恵
が
得
ら
れ
な
い
と
、
短
期
的
な
利

益
の
た
め
に
自
然
を
破
壊
す
る
、
と
い
う
人

間
像
で
あ
る
。
筆
者
の
思
い
す
ご
し
か
も
し

れ
な
い
が
、
保
全
に
関
わ
る
研
究
者
や
実
務

調査中お世話になった村びとと筆者．
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家
の
方
た
ち
が
、
そ
う
し
た
人
間
像
を
し
ば

し
ば
問
う
べ
き
必
要
の
な
い
「
あ
た
り
ま

え
」
と
み
な
し
て
議
論
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
時
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
そ
う
し
た
見
方

は
、
多
く
の
地
域
で
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う

し
、
Ｐ
Ｅ
Ｓ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
こ

と
も
確
か
だ
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
新
自
由

主
義
的
な
保
全
手
法
に
大
き
な
期
待
が
か
け

ら
れ
、
巨
額
の
お
金
が
流
れ
る
仕
組
み
が
整

備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、
セ
ラ
ム
島

山
地
民
の
よ
う
に
、
常
に
利
潤
最
大
化
を
志

向
し
て
自
然
を
開
発
し
よ
う
と
せ
ず
、
必
要

充
足
的
に
市
場
と
か
か
わ
ろ
う
と
す
る
人
び

と
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
よ
う
に
思
う
。

『サステイナビリティ学2 
気候変動と低炭素社会』
『サステイナビリティ学4 
生態系と自然共生社会』
小宮山宏・武内和彦・住明正・
花木啓祐・三村信男 編

サステイナビリティ学を体系
的に論じた初めての叢書の刊行
が始まりました．
ここに掲げた2巻に加え，今
後『3 資源利用と循環型社会』 
（2010年 11月刊行予定），
『1 サステイナビリティ学の創
生』（2011年 1月），『5 持続 
可能なアジアの展望』（2011
年 3月）が順次刊行されて，サ
ステイナビリティ学が対象として
いる問題群が一望できるように
なります．
本誌『サステナ』では，20 

06年 4月に本格的にスタート
したサステイナビリティ学連携 
研究機構（IR3S）が，サステイ 
ナビリティ学に関する研究，教育，
社会連携に取り組んでいくあり
さまを随時お知らせしてきまし
た．この4年の間に，持続可能
性への関心は，IR3S関係者が
意外に思うほどの高まりを見せ，
より広範かつ深い内容をもった

情報の提示が求められるように
なりました．
今回刊行が始まった叢書『サ

ステイナビリティ学』は，サステ
イナビリティ学とは何であるの
かを知りたいとする要望に，最
も端的かつ質高く応えるもので
す．サステイナビリティ学が対象
としているのは非常に複雑にか
らみ合った多数の問題です．そ
れを解決に導くには，知識と行
動の構造化が必要です．叢書
『サステイナビリティ学』は構造
化の手法を提示することから始
め，叢書それ自身が構造化され
た知識体系となるように編まれ
ています．サステイナビリティ学
に触れたい考える学生，研究者，
行政担当者，ビジネスマン，一
般社会人にとって最良のテキス
トです．
IR3Sは，21世紀に構築して

いくべき持続可能社会は，低炭
素社会，循環型社会，自然共生
社会の3社会像の融合にあると
提案してきました．このたび刊行
された『2 気候変動と低炭素
社会』と『4 生態系と自然共
生社会』は，それぞれ低炭素社
会と自然共生社会を主題とする
ものですが，全体的視点をもつ
ことを重視し，相互の関係を意
識しているのがサステイナビリ
ティ学ならではです．
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